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【編集後記】「新しい自主防災組織」
　この 20 年余、阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、自主防災組織 ( 自主防 ) の育成が全国的に進められて

きた。その結果、全国の自主防の組織数は約 16 万団体、人員は 4,250 万人にも達している。しかし、問題

はその活動の内容である。

　先日、お話を聞く機会のあった神戸市消防局の方によれば、阪神・淡路大震災発災当時の自主防は「もっ

ぱら日常的に地域で発生する火災や救急事故に対する防災意識の普及や啓発に重点をおいた活動を行って

おり、大規模災害時の初期消火や救出・救護・避難誘導等の活動を目的とした組織ではなく、そのための

資機材の保有や訓練もほとんど行っていなかった」という。そこで、そうした反省に立ち、神戸市消防局

では「大規模災害時において組織的な防災活動」が行えるような自主防の育成に努めているとのことであ

る。翻って、全国の自主防のうち、どれほどの団体が、こうした認識をもって活動を進めているのだろうか。

まだまだ従来の発想に基づいた活動が多くの団体で続けられているのではないだろうか。また、自治体の

担当者の認識はどうなのだろうか。

　おりしも、消防庁主催の「自主防災組織等の充実強化方策に関する検討会」が発足したが、南海トラフ

地震等の発生が危惧される中、その検討の結果が期待される。
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【３日目】

　宮城県南三陸町消防団の団長より、東日本大震災時の活動状況や災害に備えるための心構え等の

お話をしていただき、「日頃から地域の住民同士でコミュニケーションをとることが大切。そして

自分の命が助かったら、まずは水の確保。備蓄の他に、井戸や湧水などがどこにあるか知ってお

く。」などアドバイスいただきました。

　その後、宮城県気仙沼市 階上中学校少年消防クラブによる活動発表では、東日本大震災におい

て“なぜ逃げ遅れてしまった人々が多かったか”など住民にアンケートをとった結果や、教訓をも

とに日頃学校で取組んでいる防災活動などについて発表をしていただきました。

南三陸町消防分団長による講話 階上中学校少年消防クラブによる活動発表


